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第 1 章では、まず、日本の英語教育において生きたことばを習得するための諸条件を考察する目的 
で、母語獲得研究に関する先行研究を概観し、第 3 章で扱う母語獲得のメカニズムの基盤について未 
解決であることを指摘した。次に、母語獲得研究の中でもとりわけ重要な課題である—、言語能力の生 
得性、及び臨界期の問題を取り上げ、人間の脳のもつ柔軟性に対する脳科学研究の知見を引用し、本 
論文の立場として、言語能力が生得的か後天的かという二律背反的な議論に代わり、言語能力のどこ 
までが生得的で、どこからが後天的かという議論が今後は必要であることを指摘した。また、臨界期 
の問題に関して、神経科学研究から得られる知見を踏まえ考察することにより、これまで扱われてき 
た問題をかなり説明できるのではないかと考えた。最後に、言語の発達段階について検討し、本論文 
のテーマである生きたことばを習得するための言語発達段階の視点から、発達段階を「言語準備段階」
「言語発達段階」 「言語成熟段階」の 3 つに分類する提案を行った。それは、第 3 章で考察した「同 
期」「統合」「調整」に基づく作用が、準備 • 発達•成熟のそれぞれの段階において質的に異なると判 
断したことに拠る。より具体的には、準備段階では、もっぱら「同期」の神経機構の作用による言語 
現象が見られるのに対し、発達段階では、「同期」「統合」「調整」の神経機構が相互に関わりながら、 
徐々に言語体系が構築されるようになる。そして成熟段階では、「同期」「統合」の神経機構を基に、
「調整」の神経機構が主に作用することにより、言語体系の完成に向けた精緻化に関わる言語現象が 
観察されるようになる。
第 2 章では、日本の英語教育において生きたことばを習得するための条件を7 つの側面から考察し 
た。
第 1 節では、意味の処理過程を考察した。言語の意味に問する研究は、言語学及び哲学•論理学の 
分野において以前から研究されているが、本論文では、ダマジオとダマジオ(1992)の神経心理学研究 
から得られる知見を基に、言語の意味を知覚や認識の対象のような静的体系ではなく、さまざまな感 
覚器官が同期することにより生じる情報から成る動的体系と捉えた。これには2 つの意味があると考 
えられる。まず、神経科学分野の研究成果を取り入れることにより、言語の意味に関する説明的妥当 
性だけでなく、心理的実在性が得られることが挙げられる。そして、言語の意味を言語以外の形式で 
説明することにより、循環論法に陥る危険性を回避することができることである。また、本節におい 
て、言語の意味を、発達の観点から考察したことも重要である。 この発達心理言語学の視点により、 
言語の意味が共時的に閉じた体系でなく、通時的に開いた大系であることが示唆される。そして、最 
後に、大脳の新皮質機能の等質性と自己組織化の特徴を踏まえ、意味の範疇化と語彙の範疇化がそれ 
ぞれ独自に進行することを考察している。
第 2 節では音声言語の処理過程を考察した。前半では f is現象を取り上げ、母語獲得過程の音声言 
語の処理機構について考察した。後半では、前半で考察した音声処理機構だけでは説明できない言語 
現象を取り上げ、幼児の音声処理方略について検討した。前半の f is現象の分析では、集めたデ一夕 
を基に複数の仮説を立て、その中の 1 つの仮説で、言語現象が説明できるだけでなく、神経学的研究 
からも支持されることを指摘し、説明的妥当性と心理的実在性の両面から仮説の妥当性を検証した。 
後半の音声処理方略に関しては、実際に観察される言語現象を分析しながら、河野 (2001)で提案され 
ている全体的音声処理機構と分析的音声処理機構を利用しながら、幼児は音声を聞き、発話している 
と考察している。
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第 3 節では、書記言語の処理過程について考察している。本章ではまず、ゲシュヴィン卜（1990) 
の単一処理回路に代わる、岩田(1996)の二重処理回路に基づく書記言語の処理回路を検討し、二重処 
理回路の神経機構の、アルファべットを使用する言語への応用可能性を検討している。書記日本語を 
対象とした岩田モデルは、漢字に適用されるパターン認識に基づき、一気に処理する全体的処理と、 
仮名に適用される時系列に沿って、前から順番に処理する分析的処理で、異なった回路(二重回路)を 
使用することをうまく説明できる。本節では、この二重回路による処理が、書記日本語だけでなく、 
書記英語のアルファべットにも機能する可能性を考察している。そして最後に、意味とは独立して機 
能する第三の処理回路の可能性について検討し、書記言語の処理モデルを提案している。本章の書記 
言語に対する考察は、従来の研究の枠を超えて、新たな視点から書記言語処理を捉えようとしたもの 
である。具体的には、書記英語のようなアルファベットの処理でも、分析的処理だけでなく、全体的 
処理が閨わっている可能性を示唆した点、並びに、意味から独立して音声が自立的に処理される回路 
を提案した点である。特に、後者に関しては、ウエルニッケ野とブローカ野の間に、神経繊維が集ま 
ってできた弓状束と呼ばれる連絡路のあることを勘案すると、心理的実在性の高いことがわかる。
第 4 節では、言語習得における意識 • 注 意 • 気づきの役割について考察した。まず、応用言語学、 
神経科学、認知心理学の視点から意識の問題を取り上げ、その後、言語習得との関連で、注意と気づ 
きの問題について考察している。我々は、自らの経験を通して、第二言語の習得過程で意識の働くこ 
とを実感する。また、その意識のあり方が母語を使用する際と異なっていることも知っている。しか 
しながら、意 識 • 注 意 • 気づきの問題は、定量化することが難しいために、認知心理学の分野におい 
てもこれまでに扱われることは少なかった。最近になって、意識•注意に関する研究が徐々に増えつ 
つある。また、意 識 • 注意との関連で、さほど多くはないものの、気づきについても扱われるように 
なってきている。このような流れの中で、本論文の第3 章で考察する「同期」「統合」「調整」の神経 
機構との関連で、意識 • 注意 • 気づきを捉えることは、母語獲得と第二言語習得における意識 • 注 意 • 
気づきの相違を考える上で、非常に有用である。
第 5 節は、言語習得における記憶の役割について考察した。記憶については、言語研究とは別に、 
特に実験心理学の分野で、以前から研究が続けられてきた分野である。そこでまず、先行研究で解明 
されている記憶に関する知見を紹介し、次に、言語処理との関連で、二重貯蔵モデルとワーキングメ 
モリモデルを取り上げている。その後、神経科学研究の分野における記憶研究の成果に基づき、先の 
2 つのモデルを比較•検討している。そして最後に、母語獲得と第二言語習得の視点から記憶の果た 
す役割について考察している。実験心理学では、記憶に関する実験と並んで、言語処理と密接に関係 
するワーキングメモリに関する研究が、現在に至るまで盛んに行われている。また、実験心理学の流 
れとは独立して、神経科学の分野で神経細胞レベルの研究が進み、本論文で考察した短期記憶と長期 
記憶の質的相違が解明されてきている。 このような状況において、第二言語習得研究では、「心的語 
彙(mental lexicon)」 という用語が頻繁に使われるようになっているものの、母語獲得研究、及び第 
二言語習得との関連で記憶の果たす役割を正面から取り上げた研究は、ほとんどない。他方、神経心 
理言語学の視点から言語習得過程における意味と形式の発達を検討する際に、記憶の問題はどうして 
も避けて通ることができない。
第 6 節は、言語習得との固連でワーキングメモリモデルを扱った。 ワーキングメモリについては、 
第 5 節の言語習得と記憶においても考察したように、短期記憶と長期記憶から構成される二重貯蔵モ 
デルよりもワーキングメモリモデルの方が、言語処理をうまく説明できると考える。しかし本章では、 
さらにこのワーキングメモリモデルに代わる言語処理モデルの構築をめざしている。まず、ワーキン 
グメモリに関する先行研究を概観し、次に、ワーキングメモリの特徴を検討することで問題点を洗い 
出し、そして最後に、全体的処理方略と分析的処理方略、並びに、意味を勘案したさまざまな感覚情 
報の入力回路を考慮し、さらに、神経科学研究から得られる知見も反映させるためには、ワーキング 
メモリモデルには限界があると判断し、それに代わるモデルを提案している。
第 7 節では、言語習得との関連でP D P モデルを取り上げた。まず、馴染みの少ないP D P モデル 
を紹介し、次に、P D P モデルで何が説明できるか具体的な言語現象を基に解説し、その後、P D P モ 
デルの問題点を検討し、最後に、母語獲得研究におけるP D P モデルの位置づけを行っている。PDP 
モデルは、たとえば、英語動詞の過剰規則化のような母語獲得過程において観察される言語現象を、 
明示的な規則を用いずに説明でき、神経科学研究から得られた情報処理に関する知見を、コンピュー 
夕上で実現することを可能にする優れたモデルである。このモデルは、今も進化し続けており、PDP 
モデルで母語獲得を再現する試みだけではなく、言語障害を再現するような研究も行われていること
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を考察している。
第 2 章における言語習得過程で共通原理が作用しているという考察を受け、第 3 章では、日本の英 
語教育において生きたことばを習得するための諸条件を実現する神経基盤として、「同期」「統合」「調 
整」の 3 つの神経機構を考察した。「同期」「統合」「調整」をそれぞれ独立した節で取り上げ、関連 
する言語現象を分析することにより、言語習得を支える脳の仕組みについて検討した。
第 1 節では、「同期」の神経機構を取り上げた。初期模倣、パターン認識、喃語、語彙概念の獲得、 
点字と手話の言語処理に関する考察を基に、「同期」の神経機構の説明的妥当性を検討し、本節の最 
後で、脳内の神経機構において生起するパターンを検討することにより、「同期」の心理的実在性を 
確認している。このことにより、「同期」による神経機構が、音声情報等で構成される言語形式と多 
様な感覚情報から成る意味を結びつけるという説明が可能になる。
第 2 節では、「統合」の神経機構を取り上げた。乳児の音声知覚、言語の形式と意味、ヘレンケラ 
一の言語機能回復、統語発達、手話獲得、ブローカ野の役割に関する考察を基に、「統合」の神経機 
構の説明的妥当性を考察し、本節の最後で、新皮質の6 層構造に基づく機能の均質性の知見から、「統 
合」の心理的実在性を確認している。「統合」の神経機構は「同期」と質的に異なる。子どもが言語 
を獲得し始める頃は、言語が言語として機能していない。次第に言語の形式と意味に関する情報が増 
える中で、「統合」が作用することにより、さまざまな言語のレベルで範疇化が始まり、言語が体系 
として機目旨し始める。
第 3 節では、「調整」の神経機構を取り上げた。乳幼児の思考、語彙習得の理論、言語規則の獲得 
に関する考察を基に、「調整」の神経機構の説明的妥当性を考察し、本節の最後で、小脳の機能を検 
討することにより、「調整」の心理的実在性を確認している。「調整」の果たす役割は、母語獲得過程 
で 「同期」によりパターン化され、「統合」により関係づけられる言語体系を、精緻化し、完成度を 
高めることにあることが、本節で確認された。
第 2 章で考察した生きたことばとして英語を習得するための諸条件、及び第 3 章で考察した英語習 
得の諸条件を支える3 つの神経機構を踏まえて、第 4 章では、実際の英語教育への応用可能性を検討 
している。
第 1 節では、「同期」 「統合」「調整」と英語教育の関係を取り上げた。日本の英語教育において、 
本論文のテーマである生きたことばを習得するために、どのように「同期」「統合」「調整」を活用す 
ればよいのかを、具体的な指導法を紹介しながら検討している。
第 2 節では、小学校英語教育において書記英語の果たす役割、及び音声英語と書記英語の問係を、 
前節で述べた「同期」 「統合」 「調整」の内、第二言語習得の初期段階では、「同期」 と 「統合」が重 
要で、全体的処理から分析的処理への移行が、生きたことばの習得には必要不可欠であることを考察 
している。また、小学校英語を考える上で、発達理論の視点からも考察し、生きたことばの習得に有 
用な指導法を検討している。
第 3 節では、まず、文字への気づき、言語規則に対する気づきについて考察し、その後、意識を伴 
う気づきと意識を伴わない気づきを、小脳と大脳の機能の違いに基づいて考察している。本節での考 
察を踏まえ、意識する気づきから意識しない気づきへの移行が、生きたことばの習得につながること 
を確認している。
第 4 節では、英語を母語として獲得する際にみられる発話の「誤り」を分析している。英語を母語 
として獲得する際には、まず、「同期」と 「統合」の神経機構を活用しながら、言語を獲得しようと 
し、その後、「調整」の神経機構が作動することにより、言語の規則性に気づき、徐々に正しい言語 
運用ができるようになることを考察している。また、この考察に基づいて、第二言語習得においても、 
英語を生きたことばとして習得するためには、「同期」 と 「統合」の神経機構がうまく作動し、その 
上に、「調整」の神経機構に基づく気づきが機能することが必要条件であることを指摘している。
第 5 節では、これからの日本の英語教育のあり方について考察している。本節では、まず、第 1 節 
で取り上げた7 つの条件を詳しく検討している。そして次に、この7 つの条件を踏まえ、生きたこと 
ばを習得するための望ましい小 • 中 • 高 • 大の連携のあり方を考察し、日本の英語教育を抜本的に改 
革するためには、本論文で考察した「同期」「統合」「調整」の神経機構をうまく活用しながら、生き 
たことばとしての英語の習得をめざし、幼 • 小 • 中 • 高.大において一貫性のある英語教育を実施す 
ることが、重要かつ緊急の課題であることを指摘している。
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
第 1 章では、最初に、母語獲得研究の中でもとりわけ重要な言語能力の生得性と臨界期の問題を取 
り上げている。Chomskyが主張している言語能力の生得性、つまり文を生成する能力を人間は生まれ 
ながらもっているという考え自体は支持されるものではあるが、それを可能とする神経細胞、神経回 
路、脳構造に支えられたものであるという考えに言及している。また、言語能力の生得性についての 
先行研究を考察すると、すべての能力が生得的であるというよりも、どの部分が生得的で、どの部分 
が後天的かという議論に今後は推移すると洞察している。次に、第二言語習得における臨界期の問題 
を扱い、音声のような母語獲得の基礎となる部分は形態的可塑性と関係があり、年令による影響を受 
けやすいのに対し、文法のような高次の言語情報の獲得は構造的可塑性に関係し、年齢による影響を 
受けにくいことを踏まえた上で、臨界期を捉える必要があることを指摘している。また、脳の約半分 
を占める白質で見られる軸索のミエリン化が臨界期と関係するという研究結果を支持し、第二言語習 
得の臨界期に関する研究に神経科学研究の成果を取り入れる意義を指摘している。そして最後に、言 
語発達段階を取り上げ、認知発達の観点から、従来の区分とは異なる三つの段階に分類している。具 
体的には、刺激に対する反射的な反応、及び光や音波等の特性をもった物理的エネルギーに反応する 
「言語準備段階」、基準喃語の発現から一語期、ニ語期、多語期を経て、言語能力全体の底上げが実 
現される「言語発達段階」、抽象的な思考ができて、ことばによる概念操作が可能な「言語成熟段階」 
である。この三つの段階が、第 3 章で考察する「同期」 「統合」 「調整」の神経機構と密接に関係す 
ると論者は主張している。
第 2 章では、日本の英語教育において生きたことばを習得するための諸条件について、考察してい 
る。まず、意味の獲得については、ダマジオ • ダマジオ（1992)の神経心理学の研究成果を踏まえ、こ 
とばの意味とは特定の神経細胞に情報として蓄えられている個別の情報ではなぐ様々な感覚器官の 
神経細胞が同期し、統合されることによって生じる、活性化された状態と捉えている。意味は、時 間 • 
空間の変化の中で絶えず変化し、記憶された情報を基に、関係する神経細胞が結びついて再生される 
という考察を踏まえ、ことばの意味が、静的で閉じた体系でなく、動的で開いた体系であることを理 
解する必要があり、英語教育においても、効果的に記憶して意味世界を構築できるような工夫が、教 
える側に必要であると論じている。次に扱う音声言語の処理過程では、f i s 現象を取り上げ、背景に 
ある音声言語処理機構を考察し、音声のモニター回路として、外部音声処理回路とは別に内部音声処 
理回路があり、自分の声は内部音声処理が優先されるという仮説が、f i s 現象をうまく説明できるだ 
けでなく、神経生理学研究の分析と一致するため、説明的妥当性があると述べている。さらに、音声 
言語の処理機構だけでは説明できない音声知覚方略を検討し、幼児は全体的処理と分析的処理を利用 
して音声を聞き話しているという分析を踏まえ、英語教育で音声指導を行う際に、細かな発音指導は 
避け、イントネーションを活用して、句や節の表現をまとめて扱える能力を育成することが重要であ 
ると指摘している。次に、書記言語の処理過程に関する考察では、漢字に適用されるパターンに基づ 
き一瞬に処理する全体的処理と、仮名に適用される時系列に沿って前から順に処理する分析的処理で 
は、異なった回路 (二重回路 ) が使用されるが、この二重回路処理が、書記日本語だけでなく、書記英 
語のアルファべッ卜でも機能する可能性が示唆されている。また、二重回路処理と異なり音読に限っ 
て利用される第三の処理回路の可能性を検討し、書記言語における三つの処理回路モデルを提案して 
いる。その次に、応用言語学、神経科学、認知心理学の視点から意識の問題を取り上げ、意識は、脳 
の一部の機能により生成されるのではなく、神経細胞の結合による神経回路が基盤となっていること、 
及び、意 識 は 「意識」と 「無意識」の二元論的視点で捉えるのではなく、相対的に捉えた方が妥当と 
述べている。この意識の相対性という視点は、言語運用に関わる自動化と意識化の問題を扱う際に役 
立つと考えている。また、神経機構との関連で意識 • 注 意 • 気づきを捉えることは、母語獲得と第二 
言語習得の間の意識 • 注 意 • 気づきの違いを考える上で有用で、そのことを直接否定証拠の例を挙げ 
て説明している。そして結論として、英語教育では、学習者の注意が意味に向かうように工夫しなが 
ら、文法等を意識せずに習得する授業を目指すべきと主張している。その次に扱う記憶では、実験心 
理学の分野等で解明されている記憶に閨する説を紹介した後、言語処理との関連で、二重貯蔵モデル 
とワーキングメモリモデルを取り上げている。ワーキングメモリは、言語処理のような動的処理過程 
を短期記憶に代わって適切に説明するシステムとして、脳科学研究の見地からも支持される機構で、 
短期記憶と長期記憶の関係を示すモデルとして、二重貯蔵モデルよりもワーキングメモリモデルの方 
が妥当と結論づけている。また、脳の発達に伴いワーキングメモリも発達すると考えられることから、 
母語獲得と第二言語習得では違いがあるとしながら、ワーキングメモリの活用方法が重要な意味を持
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つと分析している。そして、言語習得において、言語情報や意味情報は、単に対象として記憶される 
だけでなく、記憶された後も関係づけられ、統合され、調整されて、より完成度の高い体系に編成さ 
れるとし、第 3 章で考察する3 つの神経機構につながると述べている。次に、母語獲得との関連でワ 
一キングメモリモデルを取り上げ、前節で考察した二重貯蔵モデルとの比較におけるワーキングメモ 
リモデルの優越性とは別に、母語獲得過程の言語処理の考察から、ワーキングメモリモデルの不完全 
さを指摘し、論者独自の代替モデルを提案している。そして最後に、PDP (並列分散処理）モデルを 
取り上げている。PDPモデルは、英語動詞の過剰規則化のような母語獲得過程で観察される言語現象 
を、明示的な規則を用いずに説明できると考察している。また、PDPモデルを、特定の規則を用いて 
言語現象を説明する代わりに、言語デ一夕の入力と出力の関係によって変化するシステムに基づいて 
説明できる新たな言語処理体系と捉え、従来構築されてきた母語獲得モデルに代わる可能性を秘めて 
いることを指摘している。さらに、気づきとの関係で小脳における言語処理についても言及し、独自 
の分析を行っている。
第 3 章では、第 2 章における考察を踏まえ、言語習得過程で機能していると考えられる三つの神経 
機構、 「同期」 「統合」 「調整」について考察している。 「同期」では、最初に模倣を取り上げ、新 
生児で観察される舌出しの模倣を考察することにより、初期の発達段階から、視覚情報と運動感覚情 
報に関係する「同期」の神経機構が機能していることを確認している。そして、先行研究に見られる 
幼児のパターン認識を可能にするのが、神経細胞の情報伝達により生じるリズムとの「同期」である 
と考察している。次に、喃語を取り上げ、身体運動と発声器官の「同期」であることを、先行研究を 
通して分析している。その次には、語彙の概念獲得を取り上げ、聴覚情報と視覚情報の「同期」が語 
彙の習得を可能にすること、また、点字や手話を使うときの情報処理においても音声言語の処理過程 
と同様の「同期」が作用すること、さらに、 「同期」の神経機構が確かに脳にあることを考察してい 
る。
「統合」ではまず、音声知覚を取り上げ、音声知覚実験の結果から、母音と子音の知覚方略に違い 
が見られ、子音の知覚に関して、乳児の段階から「統合」に基づく予測が働いていることを考察して 
いる。次に、ヘレン • ケラーを取り上げ、彼女の言語機能が回復した理由を、 「統合」により言語体 
系が再編されたことによると分析している。これらの考察を踏まえ、 「同期」の特徴である全体的処 
理 か ら 「統合」の特徴の分析的処理への移行が、言語発達を促進することを考察すると同時に、 「同 
,期」は 「統合」が作用するための前提条件であると述べている。さらに、手話の獲得過程においても、 
一般の音声言語の獲得過程と同様に「統合」が作用していること、また、 「統合」は、 「同期」を基 
に取り込んで記憶した意味と形式に関する言語情報を、言語体系として閨係づける上で重要な役割を 
担っていると分析している。
「調整」では、この神経機構が乳幼児の発達の早い段階から機能している可能性があり、単に精緻 
化だけではなく、全体的処理と分析的処理の調整も行っていると考察している。さらに、語彙と言語 
規則の獲得を取り上げ、動詞獲得研究の考察から、「同期」「統合」 「調整」の三つの神経機構は、母 
語獲得過程で観察される現象を説明するために妥当性があり、優れていると述べている。また、母語 
獲得過程における言語処理の際に、特定の言語規則が最終的に獲得されるまでには、「調整」に基づ 
き時間をかけて言語情報の再編が行われると考察している。最後に、「調整」の神経機構を支える小 
脳が、自動化され無意識的な処理に問わっているという考察を踏まえ、言語は、「同期」「統合」に基 
づく処理を経て最終的に小脳で調整されると分析している。そして、乳幼児が特に意識せずに言語を 
習得できるのは、生得的に備わっていると考えられる「同期」「統合」「調整」の神経機構が、言語に 
対して作用するためと結論づけている。
第 4 章では、 「同期」 「統合」 「調整」の神経機構を実際の英語教育で活用するための具体的な指 
導法を提案している。小学校高学年から始まる英語教育は第二言語習得の初期段階で、「同期」と 「統 
合」が重要な役割を果たすため、全体的処理から分析的処理への移行が、生きたことばの習得には必 
要不可欠であることを述べている。また、脳の役割について考察し、無意識的な言語処理には小脳が 
問わっていること、文法判断には大脳のブローカ野が関わっていることを指摘し、意識する気づきか 
ら意識しない気づきへの移行させるように指導することが生きたことばの習得につながると主張し 
ている。そして最後に、言語習得のための7 つの条件を詳しく検討した上で、生きたことばとして英 
語を習得するための小 • 中 • 高 * 大の連携のあり方について考察し、日本の英語教育を抜本的に改革 
するためには、本論文で考察した「同期」「統合」「調整」の神経機構をうまく活用した授業が行われ 
るべきであると述べている。小学校にも英語の授業が導入され、まさに英語教育が変わろうとする時
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期にふさわしい、的を射た論を論者は展開している。
神経科学分野への論者の深い関心は、本論文の随所で生かされており、本論文の説得性に貢献して 
いるだけでなく、この分野をこれから研究する人にとって、貴重なアプロ一チでとなることが期待さ 
れる。
以上の所見により、本論文は、大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認めら 
れる。
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